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しれとこ「科学教室」  第 3回 
知床世界自然遺産の保護管理のために、専門家による「科学委員会」が設置されています。

しれとこ「科学教室」（全３回を予定）では、科学委員会のメンバーが、知床の現状や取組みについて紹介します。

  ～プロフィール～

北海道大学大学院農学研究院森林生態系管理学研究室教授。愛知県名

古屋市出身。52 歳。河川工作物アドバイザー会議座長。

 森林と川のつながりなど、生態系間の相互作用を土地利用も含めて

流域の視点から研究している。学会及び社会的活動も幅広く、森林学、

応用生態工学など応用分野のみならず、地形学、生態学といった基礎

科学の分野でも活躍している。2005 年日本森林学会賞、2009 年生態

学琵琶湖賞、2011 年尾瀬賞受賞。主な著書に「流域一貫」（築地書館）、

「水辺域管理－その理論・技術と実践」 （古今書院）、「森林の科学－森

林生態系科学入門－」（朝倉書店）、「川の環境目標を考える」（技報堂）、

「川の蛇行復元」（技報堂）などがある。

脱ダムと防災の両立は可能か？

海と森をつなぐ川本来の姿とは？

岩尾別川河口から治山ダムの改良工事が行われた現場まで、検討

から改良工事実施までの道筋を河川工作物ワーキンググループの

座長として導いて来られた中村座長と共に、お魚の気持ちになっ

てたどってみます。

日時：10/15（土）13：00 ～ 16：00 （知床岩尾別ユースホステル集合）

散策場所：岩尾別川水系
○小学生以下保護者同伴 /参加無料 / 少雨決行 / 歩きやすい服装、雨具・飲み物持参

◆事前申込が必要です （申込先：知床財団 0152-24-2114/FAX24-2115）

　　　　　　　　　　　FAX で申込される場合は裏面の申込用紙をご利用ください！

　　

 

「海と森のつながりを取り戻せ！」
～魚から見たよい川とは？　河川工作物改良現場訪問～
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中村　太士
 なかむら　　　ふとし

　　　　　　　北海道大学　教授　 氏
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